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・系外銀河で初の低温ダスト温度勾配
星形成領域の付随ダストに限定しても、globalかつ滑らかな温度勾配

ダ 中 質量星を 熱源とする 能性 160μm‐1.1mmダストは中小質量星を過熱源とする可能性
・Ksバンド輝度ー温度にもつ強い相関。
・分解できない遠方銀河のサブミリフラックスを理解する上で重要。
・すばるSuprime‐Camでは星が分解されている
どのような星がダストのどのfractionを過熱するか？


